
 

 

 

創業 10 周年記念企画「外交官 杉原千畝 命のビザ」続編 第 3 回を追加公開 

２０２１年８月５日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長： 

金杉 恭三）は、創業 10 周年記念企画「外交官 杉原千畝 命のビザ」の続編において、「杉原千畝氏※1 

所縁の地紹介 第 3回：兵庫県神戸市」を追加公開しましたので、お知らせします。 

※1 杉原 千畝氏（以下、杉原氏）は、第 2次世界大戦中の欧州リトアニアにおいて、多くのユダヤ系避難民の方を救済 

するという偉業を成し遂げられた方であり、「世界に誇るべき人道主義者」であると考えられています。 

 

１．経緯・趣旨 

昨年、当社は「創業10周年」記念企画として、杉原氏をテーマとする動画をオンデマンドで配信し、 

大変ご好評いただきました。 

そこで当社では、より多くの方々に杉原氏を紹介するため、2021 年 5 月から「続編」の公開を開始し

ました。この続編では、映像により杉原氏の足跡を紹介するとともに、日本全国にある杉原氏所縁の地を

訪ね、施設や史跡などの紹介を数回に渡って掲載しています。 

第４回は、静岡県沼津市にある「杉原千畝夫妻顕彰碑」を紹介します（2021 年 8 月予定）。 

 

２．概要 

内  容※3 

第 3 回は、兵庫県神戸市を紹介します。 

神戸市には、戦前のユダヤ共同体跡である石垣 

が残されています。敦賀（福井県）に上陸した 

ユダヤ系避難民の多くが向かった先が神戸でした。 

国際貿易港であった神戸には、ユダヤ共同体 

があり、親身な対応が行われたということです。 

また、当時の神戸市民の人道に基づく 

エピソードも紹介しています 

なお、第 1回・第 2回※2についても、引き続き 

以下 URL よりご覧いただけます。 

方  式 
専用の特設サイトを開設しています。 

URL: https://aioinissaydowa10thevent-inochinovisa2.com/ 

 

 

   

   

スケジュール 2021 年 9月 30 日（木）までを予定 

※2 第 1 回は、ユダヤ系避難民の方が上陸した場所であり、当時のエピソードなどを紹介する資料館（人道の港 敦賀ムゼウム）が 

設置されている福井県敦賀市を紹介。第 2 回は、杉原氏の偉業を称え、後世に伝えるために杉原千畝記念館が設置されて 

いる岐阜県八百津町を紹介。 

※3 日本語版、外国語版（英語・中国語・韓国語）を用意 

以 上 

〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿 1-28-1 

www.aioinissaydowa.co.jp 

当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 

ユダヤ共同体跡地 

 

https://aioinissaydowa10thevent-inochinovisa2.com/

